
2016年10月28日 北京伊藤忠－西部地域冬物衣類

寄付活動について

2016年10月に北京伊藤忠において、冬物衣類寄付活動を実施しました。この

活動は年々社内での関心度が高まってきており、今年は合計34名の社員が

470点以上の冬物衣類及び文房・おもちゃ・書籍などを寄付しました。寄付先

である「西部地域助け合い」基金の担当者が北京伊藤忠を訪問し、寄付する

衣類等の物資を受け取るとともに、受領証明書を発行し、最後に記念撮影を

行いました。

2013年から、我々はこの公益事業「西部地域助け合い」冬物衣類寄付活動に

関わってきました。社員の意識も少しずつ変わり、自分のちょっとした行動が、

支援を必要とする人の支えになっていることを感じており、会社としても本活

動を継続する事に大きな意義を感じています。物を大切に使うという観点から

も、衣類の再利用はリユース・リサイクルの環境保全の精神にも資するもので

あり、今後も継続していく予定です。



2016年 4月 23日北京伊藤忠-春の植樹活動

北京伊藤忠では、毎年植樹活動を実施しており、今年も中華環境保護基金

会が企画する植樹活動に参加しました。そよ風吹く4月の晴れた日、上田東ア

ジア総代表、北京伊藤忠の社員及び家族総勢32名が早朝からバスに乗って

北京の南郊外の植樹地へ向かいました。3人１組のチームで腕ほどの太さの

ある木を合計100本植樹し、また植樹に関する知識を勉強する等、有意義な

2時間を過ごしました。

また、昨年から同じ場所で植樹を始めましたが、昨年に実施した場所を訪れ

ると、エンジュの樹が見事に花を咲かせていました。この様子を見た社員たち

のモチベーションは一気に高まり、われ先にと昨年植樹し開花した木々を背

景に記念写真を撮る様子はとても気持ちのいいものでした。このように毎年植

樹活動を継続することが、環境保全の一助になっていると社員・家族はみな

信じており、今後も北京伊藤忠は未来に向けて希望の種を撒き続けたいと

思っています。



2016年7月26日 広州伊藤忠－パンの慈善寄付活動

2016年7月26日，広州伊藤忠と広州伊藤忠労働組合は協同で、製パン企業

（広州慧霊知的障がい者サービス機構所属の民間非営利企業）からパンを仕

入れ、天河区にある燕嶺頤養院（高齢者介護施設）に寄付しました。

今回のパン慈善寄付活動は、知的障がい者の就業を支援するだけではなく、

頤養院の高齢者たちにその美味しいパンを召し上がってもらい、高齢者の

方々に笑顔と喜びを届け、今後も元気に生活をしてもらう一助になることを期

待して実施したものです。広州伊藤忠社員がパンを頤養院に届け、実際に高

齢者が住む部屋を訪れ、パンを食べながら色々なお話をお聞きし、我々社員

も学ぶところがあり、大変有意義な時間でした。三方よしの精神に則り、今後

も、売り手よし・買い手よし・世間よしの取り組みを継続したいと思います。



2016年12月25日 上海伊藤忠＆南京伊藤忠－雲南

冬物衣類寄付活動について

上海伊藤忠と南京伊藤忠は共同で冬物衣類寄付活動を実施しました。この

活動は、社員たちが型落ちした服や色褪せした服などクローゼット内に放置さ

れたまま長期間着用していない衣類を、ゴミとして捨てるのではなく、辺境の

貧困地域に住む子供たちが厳しい冬季を温かく過ごせるよう、寄付するという

活動です。多くの社員から自身が着る機会のなくなった衣類を提供してもら

い、梱包した上で、上海伊藤忠の社員数名が寄付先の地域まで直接赴き、衣

類を渡しました。

環境保全の意識の高まりとともに、モノをリユース・リサイクルする習慣が少し

ずつ浸透してきている中で、今回の活動を通して、自分のちょっとした行動に

より貧困地域の支援が可能であることを実感した次第です。小さなことの積み

重ねが世界の別の地域で生きる人々の支えになることから、今後も本活動を

継続していきたいと思います。



2016年7月7日 伊藤忠香港－国境なき医師団の活動

国際NGO「国境なき医師団」の活動を支援するために、伊藤忠香港において

募金活動を行いました。国境なき医師団の救援先は60カ国に及びます。医師

たちは世界各地を訪れ、現地の救援団体とも協同して負傷者や疾患のある

人たちの医療援助を行っています。

募金を行なった社員全員に、国境なき医師団の製作したリストバンドを贈られ

ますが、7月7日にこのリストバンドを身に付け、我々も国境なき医師団の医師

たちと同様に世界中の人々の医療援助に賛同することを表明しました。伊藤

忠香港も社員の募金活動を後押しするべく、社員の寄付1元につき、会社も

1元を上乗せ寄付しました。

今回の募金総額はHKD17,500（内訳は社員がHKD7,500、企業がHKD10,000）

です。本活動を通じ、社員が発展途上国等への関心を深めたと同時に、そこ

で暮らす人々との共存を目指していくことの重要性を認識できたものと思います。


